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膜透過性が最大となり， in vivoにおける直腸吸収促進効果と log P値との関係と一致した。カプリン酸








乙れを坐剤中に 2 労の割合で配合した ABPC坐剤を作製し，臨床応用への可能性について検討を行
っ 7こ O
本剤の実験動物における吸収性はABPC の経口投与における吸収性を上回り，マウス実験的感染症に
対する治療効果も，経口投与時より優れた値を示し，むしろ皮下投与に近い効果を示した。さらに，抗
生物質の経口投与における副作用の一つである腸内細菌叢の変動について検討を行ったところ，本剤は
腸内細菌叢の変動に基づく消化管機能異常を生ずる可能性の少ない薬剤である乙とが明らかとなった口
このような成績から，アンピシリンの新しい剤型としての本坐剤は経口剤より優れた面を持ち，注射剤
に変わり得る剤型として臨床応用への司能性が示唆された。さらに本研究の成果より，アンピシリンの
みならず多くの ß-ラクタム抗生物質はもちろんのこと，他の難吸収性の薬物の坐剤化への応用の可能
性が示唆された。
論文の審査結果の要旨
現在のところ全身効果を指向した医薬品の投与経路としては，経口および注射による方法が主流をな
している。乙れらの投与経路には欠点があり，それに代る方法として直腸投与に関する研究が盛んにな
ってきている。本研究は直腸から難吸収性である ß-ラクタム抗生物質，特にアンピシリンの吸収を改
善する目的でカルポン酸類の直腸吸収促進効果について研究している。その成果から実用化可能な抗生
物質坐剤の開発が期待されている。
本研究は薬剤学領域で高く評価されるものである口
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